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＜連絡事項＞
・感染蔓延予防として、ABユニットの患者さんが食事の際座るテーブルをユニット毎、部屋毎に分けています。配膳・食事介助時にご注意ください。

＜患者様連絡事項＞
・中居　ゆり様～田名部Dr診察。本人より腹痛の訴えあり。胸腹部CT実施。
心拡大の所見あり、また腸内にガスが溜まっているとの事。御家族様へ本人の状態方向も含め面談調整している。
3/6　15：30　南病棟で主治医か面談。短時間で面会も許可あり。
3/6(水)採血の指示あり。

・上村　枝美子様～3/13（水）10：00シニアガーデン長苗代へ退院予定。
初外来3/26　10：30で調整。付き添い出来る家族がいないため、初回の受診は介護保険で対応出来るか大川さんが調整中です。

・滝上　八重子様～陰部から出血している旨、深澤Drへ書面で報告済み。

＜柞木田Dr診察＞
・小林　辰夫様～右鼠径部の疼痛訴え、痛み止めと湿布が処方となる。

・中居　松男様～リスペリドン中止。

・下村　洋子様～幻聴や妄想様の発言なく、自宅退院予定のため、
　　　　　　　　ロナセンテープは中止し、ブロナンセリン内服へ置換。

・伊達　勝江様～臨時薬同内容で処方。

＜皮膚科診察＞
・三浦　はま様～フェキソフェナジン中止。

・伊藤　のり子様～右踵に水疱、左踵に痂疲あり。アズノール塗布+ガーゼ保護。
　　　　　　　　　3/7(木)南山苑入所、南山苑へは電話で報告済み。
　　　　　　　　　看護サマリへ追記お願いします。

＜要注目患者様＞
・下村　洋子様～余暇は臥床傾向だが、妄想言動はなく、スタッフ対応穏やか。血糖100台で不調の訴えはない。

・種市　由次郎様～酸素2L使用中。酸素飽和度70％台まで低下する事あり、吸引実施している。その後90％台まで上昇している。

・中居　ゆり様～各バイタルサイン異常無し。食事はカロビタンゼリーのみ摂取。服薬拒否なし。ケア介入時に時折拒否的な様子みられる。

・金田　清一様～つたい歩きで移動できているが、各食1/2と食事摂取量少なめで本人活気なし。各バイタルサインの異常無し。

・前田　ナナ子様～服薬はムセなく服用出来ている。バイタルサイン異常や咳嗽、痰絡みなし。介入時、拒否的となるが一時的であり、落ち着いて過ごす。

・橋本　キヨエ様～深夜帯、魚類に関する独語や幻視様の訴えがあり、再入眠困難な様子あり、リスパダール液0.5ml服用。朝食時に不機嫌な様子あり、話を傾聴すると落ち着き、その後朝食を全量摂取している。

・山田　剛也様～クエチアピンが今日から追加処方。ホールで過ごす際に大きい声での独語あるが、臥床時や音楽をかけるなどのアクションがある際は独語なく経過。

・小澤　和子様～不機嫌な様子あり、各食1/3摂取。また、服薬拒否しており、時間をずらして服用出来ている。


＜隔絶対応の振り返り＞
隔絶対応の際の振り返りをしている。
　・職種関係なく、感染対策を実施し、患者様のケアにあたる事ができていた。

　・隔絶対応している部屋が解除になった際、徘徊している患者様もいたため、
　　物品の管理方法や感染対応に関して不安があった。

　・物品の管理の仕方について、統一されず、もう少し検討する必要があった。　

　・コロナ流行以前の方法ではなく、感染対策もアップデートが必要だと思った。
患者さんによっては、手指消毒ができる方もいるので、患者さんの認知度や
ADLに合わせて手指消毒を浸透させていく。
　　→患者様自身もこまめに取り組めるような関わりの仕方
[bookmark: _GoBack]　・スタッフにも手指消毒のタイミングについて意識づけしていきたい。研修やポスターなどで意識づけしていく。

